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平成18年度「タバコ・アルコール対策担当者講習会」  

大阪府立健康科学センター  

増居志津子   

「薫煙支捷マニュアル・ニコチン依存症管理料について」  

平成Iさ年庸「たぽこ・ア几コール村軸蕗替獅食」  
（Z00仇年Il月ZZ8、離京）  禁煙治療の保険適用の背景  

喫煙によるtオ被書の拡大とモの対策の必事性   

切優による麓追究亡数11．2万人（鰭死亡の  
1200）   
男性の騰がん死亡事臥増加が予測  

禁鐘の困■性と治せの必蔓性   
ニコチン依存症は罵鷹しやすいが■り遷し治■す   
ることにより尭治しうるt性疾息である  

鱗建治竃の有効性と≠れたt用対劇鷹   

♯建介入は惣時間でも禁煙事モーめる劫よがある。   
さらに羊刑モ■切に使えば、♯燥平は2信書まる。   
集塵冶暮は保t医轟フロクラムの中でもとくに緋溝  

欝煙電探マニュアル・ニコチン依存症  

管理料について  

太陽府立ヰ康科学センター  

せ康生活推進辞嗜虐志津子  
効率性にtれている  

標準禁煙治鰹プログラム  

■■t状況や■戊丘状のtヰ  
■■義一■化麟義儀虞牧童  

t■■状況■の把■  
■繹暮－■化よ暮1虞♯董  
■■t■飴日の耳丘  
●岡上点の鷺■とアドバイス  

●■暮治徽暮（＝コナンハサーなと）の   

事択と処方  

L■犀t点の杷■とアドバイス  
■雛■抽書書（ニコチンハ●ッチなと）   

の1択と処方  
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施設基準  

1．禁煙治療を行っている旨を保険医療機関内の見やすい場所に   

掲示していること。  
2．禁煙治療の経験を有する医師が1名以上勤務していること。  
3．禁煙治療に係る専任の看護師又は准看護師を1名以上配覆して   

いること。  
4．禁煙治療を行うための呼気一酸化炭素濃度測定器を備えている   

こと。  
5．保険医療機関の敷地内が禁煙であること。なお、保険医療機関   

が建造物の一部分を用いて開設されている場合は、当該保険医   
療機関の保有又は借用している部分が禁煙であること。  

6．ニコチン依存症管理料を算定した患者のうち、喫煙を止めたもの   
の割合等を、別添2の様式8の2を用いて、社会保険事務局長に   
報告していること。  

ニコチン依存症管理料の施設基準に係る届け出   

■け出先：地方社会優験事績■   
■出暮t：   

1．特穐料の施設基準等に係る届出書  
2．ニコチン依存症管理料に係る届出書添付書類  

・禁煙治療を担当する医師について  
・書任の書擾廿■について  
・当該保険医療機闇に備えている呼気一酸化庚兼濃度淵定器の  
名称および台数  

3．勤務する従事者の名簿  
4 その他の添付暮類  

・医師免許の写し、禁煙治療の経験がわかる資料  
・書任の■護職1の免許暮の写しと出勤簿など勤務の実態を  
証明するもの  

注）地方社食傭韓事績■によって書干■なる  

禁煙治療成果の報告   

A．♯t珪料を井層した数  名  

B．12週間にわたる什5回の♯t指導を♯了した著  

C．  Bのうち、♯鐘に成功した著  

D．  8のうち、♯量に成功しなかった著  

t壇を止めたものの綱合（％）＝ C ／ A  

対象患者  

以下のすべての要件を満たす看であること  

1．ニコチン依存症に係るスクリーニングテスト（TDS）   

で、ニコチン依存症と診断されたものであること。  

2．ブリンクマン指数（＝1日の喫煙本数×喫煙年数）が   
200以上の看であること。  

3．直ちに禁煙することを希望している患者であること。  

4．「禁煙治療のための棟準手順書」に則った禁煙治療   

について説明を受け、当該治療を受けることを文書  
により同意している看であること。  

禁煙治療のための標準手順書  

内書  

L義■清書の濃れ   

■暮■清書プログラムの騰■とスクリーニング  ．．Ⅰ，いい．一瘍二．一占   

■■攣義■治折口クラム   

■入■■■求たは入扶予定▲■に対丁る義  

■治書のTt点  

lはじめに  
．二 

算定要件  

・「義＃治轟のための撫事事■書」（日本雷覆書学会、日   
本靡■攣曇及び日本■攣曇により作成）に則った♯＃治   
■を行うこと  

・本t理科を■重した▲■について、♯鐘の成功率を地方   
社食保験事♯轟虞へt告すること  

・初回書定日より1年t縫え虎日からでなけれは、■よ嘉   
定することはできないこととする．   

＊ホ書理科のホ枚による劫井については、鯵書報け改定結   
集檎柾鬱金による械旺の対■とする。  

肌義■治徽の方法  

Ⅳ．暮■清書に捜立つ■暮  

V．暮t治■に役立つ暮料  

嘉事■●l量．日■T■■事●（htb：／／州．卜亡IIC．0l．b／）．8事■■攣義（hlbソ／仰上山lah月「．ぬ／0811■引‖吐m）  
書廿日＊■攣義（http＝／／■¶り＝月L脚／）のホームページでダウンロード丁ろことかで●る．   
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禁煙治療の実際一再診（D（2週間後）  

1．喫煙（禁煙）状況と離脱症状の確認  
禁煙できていたらまず褒めることが大切。   

2．呼気一酸化炭素濃度の測定と結果説明  

禁煙後の変化を説明。   
3．禁煙継鰯にあたっての問題点の把握とアドバイス  

タバコが吸いたい、禁煙するとイライラするなど   
4．ニコチン製剤の説明  

薬剤の効果、副作用とその対処法の確認   
5．次回の診察日の確認  

禁煙治療の実際一初回治療  

1．喫煙状況、禁煙の準備性、TDSの確認  

2．呼気一酸化炭素濃度の測定と結果説明  

3．禁煙開始日の決定  

4．禁煙にあたっての問題点の把握とアドバイス   

自信がない、周囲に喫煙者が多い、お酒の席が   
不安  

5．ニコチン製剤の選択と説明   

薬剤の効果、副作用、使い方の説明  
6．次回の診察日の確認  

禁煙治療の実際一再診②（4週間後）  

1．喫煙（禁煙）状況と離脱症状の確認  

禁煙が続いていたら褒め、禁煙の効果を確認する。   
2．呼気一酸化炭素濃度の測定と結果説明  

禁煙していることを確認。   
3．禁煙継続にあたっての開場点の把握とアドバイス  

まだタ′くコが吸いたい、元気が出ない、体重増加など   
4．ニコチン製剤の説明  

薬剤の効果、副作用を確認し、薬の減tについて検討   
5．次回の診察日の確認  

禁煙治療の実際一再診③（8週間後）  

1．喫煙（禁煙）状況と離脱症状の確認  

禁煙継眉を強化。   
2．呼気一酸化炭素濃度の測定と結果説明  

禁煙していることを確認。   
3．禁煙継鰯にあたっての間塩点の把握とアドバイス  

1本ぐらいなら大丈夫、ニコチン製剤の減1や中止に  
対する不安   

4．ニコチン製剤の説明  
薬の減1や中止について検討   

5．次回の診察日の確認  

禁煙治療の実際一再診④（12週間  

後）  

1．喫煙（禁煙）状況と離脱症状の確認  

禁煙継鰯を賞賛、12週間の振り返り、禁煙の喜びの   
確認、ニコチン製剤の使用状況の確認  

2．呼気一酸化炭素凛度の測定と結果説明  

禁煙していることを確認。  
3．禁煙継鰯にあたっての問題点の把握とアド′くイス  

禁煙継続に対する自信の確認  
主治医として禁煙成功を喜んでいることを伝える  

保険適用の問題点  

1．施設基準が厳しい  

敷地内禁煙、専任の看護師の配置、呼気一酸化   

炭素濃度測定器の購入  

2．保険適用患者の制限  

若年喫煙者、入院患者  

3．治療期間の制限  

12週間を超えて治療ができない、再治療がすぐ   

にできない   
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禁煙治療の今後の課題   

◆指導者教育の充実  

◆禁煙治療効果の検証  

◆健診や歯科領域における禁煙治療の制度化  

◆重度のニコチン依存症患者に対する保険治療   

の制度化  

CD－ROM教材による自己学習教材の内専①  
●クイ禰■の■■義▼  

【攣▼内専一知韓甘穐■］  

1．ttの■t影■（セ勤■燥）  

2．■建の■■影■（≠ll申書）  

3．ニコチンの依存性  

4．♯嚢の勤よ  

5．雛■サポートの理姓と方法  

6．♯鐘のためのノウハウ  

7．＝コチン代書轟法  

8．♯■サポートの♯漕鋤よ  

9．劾1杓な＃＃サポートの企F  
lO．嚢tサポートの絆す方法  

CD－ROM教材による自己学習教材の内専②  
研究概要  

目的：指導書用の自己事甘用教材としてCD－ROM教材を  

開発し、モの効果を明らかにすることとした。  

対虫：平成17年度四立保t医震科学疾の個別t應教育  
宅建コースに●加した指導書83名を対tとした。  

方法：開発したCD－ROM教材の劫よを明らかにするため、  
研♯会の●加著に事前筆書としてCD－ROM軟材を  

用いた自己筆書を実施した。攣甘の前後で自紀式  
アンケートによる知識、態度、自信などのスコアの変  
化を明らかにした。   

［事甘内専一スキル甘得撫】  

1．囁鐘ステージの幡キ  

2．個別■繍のロールプレイ   
㈲■爛心期に対する指導事例   
②■心期に対する相可事t■   

恩1事■欄に対する柑礪事t■   

答・フォローアップの指導書t■  

3．たばこ練責の測定方法と澤慨税   
郵書女中の－■化庚暮濃よの測定   
②慮中ニコチン代樹廉軸の濃定  

4．＝コチン♯刑の概■   
巧）＝コチンバッチの償い方   

②＝コテンガムの吐い方  
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自己攣曹教材の効果  

・隷燻サポートに必事な知★、濃度、自傭のスコア  
は、事前に比べ自己筆書後に増加し、研♯会後  
まで＃持された   

・事前に知托をT得して研♯会に●加するため、研  
靡会当日はロールプレイやグループワークなど♯  

tサポートのスキルや実機に開わるプログラムを中  

心に1管することができ、地平かよかった。  

指導者教育の充実  

1．禁煙治療、指導のためのトレーニングシステムを構   

築する  
2．トレーニング資材の充実をはかる   

・自己学習教材の開発（eラーニング、CD－ROM教   

材など）  

3．治療や指導技術の質を高める   

・研修会の実施（スキルを中心にしたプログラム）   

・禁煙治療の実地研修機関を設ける  
4．トレーニング受講者の認定制度を設ける  
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